
5 4

品
質
を
左
右
す
る
重
要
工
程
は
、
導
体
、
伸
線
、

絶
縁
の
三
つ
で
あ
る
。
導
体
性
能
は
も
ち
ろ
ん
、
絶

縁
体
の
厚
さ
、
外
径
、
撚
り
ピ
ッ
チ
、
表
面
状
態
な

ど
確
認
項
目
は
多
い
。
工
場
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
や

日
本
電
線
工
業
会
規
格
に
基
づ
く
試
験
に
加
え
、
外

径
や
表
面
状
態
、
絶
縁
状
態
を
監
視
す
る
イ
ン
ラ
イ

ン
検
査
を
導
入
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
製
品
管

理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
各
工
程
の
履
歴
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
把
握
す
る
。
決
め
ら
れ
た
手
順
を
守
り
、
必

要
に
応
じ
て
改
善
を
重
ね
る
姿
勢
が
、
長
期
信
頼
性

を
支
え
て
い
る
。

鉄
道
分
野
で
は
施
設
用
と
車
両
用
の
両
面
で
製
品

を
展
開
す
る
。
信
号
、
変
電
・
電
力
、
電
路
、
不
感

地
対
策
な
ど
を
支
え
る
施
設
用
電
線
、
細
径
化
・
軽

量
化
に
対
応
す
る
車
両
用
電
線
に
加
え
、
Ｆ
Ａ
・
ロ

ボ
ッ
ト
向
け
の
高
力 

ケ
ー
ブ
ル
や
、
優
れ
た
可
と
う

性
を
持
つ
「
か
る
ま
げ 

」
も
紹
介
さ
れ
た
。
極
細
の

ワ
イ
ヤ
か
ら
、鉄
道
や
電
力
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
ケ
ー

ブ
ル
ま
で
。
タ
ツ
タ
電
線
の
現
場
に
は
、
銅
を
細
く
、

強
く
、
し
な
や
か
に
加
工
し
、
社
会
の
求
め
る
性
能

へ
と
変
え
て
い
く
技
術
が
息
づ
い
て
い
た
。

タ
ツ
タ
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
受
け
た

の
は
、
フ
ァ
イ
ン
ワ
イ
ヤ
事
業
の
主
力
製
品
で
あ
る

高
純
度
銅
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
で
あ
る
。ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
ワ
イ
ヤ
は
、
半
導
体
チ
ッ
プ
と
外
部
端
子
を
電

気
的
に
接
続
す
る
極
細
の
金
属
線
。
か
つ
て
は
金
ワ

イ
ヤ
が
主
流
だ
っ
た
が
、
金
価
格
の
高
騰
を
背
景
に
、

銅
ワ
イ
ヤ
へ
の
置
き
換
え
が
進
ん
で
い
る
。
銅
は
材

料
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
電
気
伝
導

性
や
放
熱
性
に
も
優
れ
、
車
載
用
Ｉ
Ｃ
や
産
業
機
器

向
け
パ
ワ
ー
半
導
体
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
高
温
環
境

下
で
長
期
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る
用
途
で
力
を
発
揮

す
る
。

同
社
が
力
を
入
れ
る
の
は
、
６
Ｎ
、
す
な
わ
ち
純

度99.9999

％
以
上
の
高
純
度
銅
を
用
い
た
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
ワ
イ
ヤ
で
あ
る
。
不
純
物
を
抑
え
る
こ
と
で
、

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
時
に
形
成
さ
れ
る
ボ
ー
ル
が
柔
ら
か

く
な
り
、
半
導
体
チ
ッ
プ
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
抑
え
や

す
い
。
ま
た
、
塩
素
や
硫
黄
な
ど
腐
食
の
原
因
と
な

る
元
素
を
極
力
低
減
す
る
こ
と
は
、半
導
体
メ
ー
カ
ー

の
歩
留
ま
り
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
銅
を
単
な
る
金

の
代
替
と
せ
ず
、
電
子
材
料
と
し
て
の
価
値
を
高
め

て
い
る
点
に
、
同
社
の
技
術
力
が
あ
る
。

製
造
は
、
高
純
度
銅
を
約
８
ｍ
ｍ
径
の
棒
状
素
材

に
す
る
連
続
鋳
造
工
程
か
ら
始
ま
る
。
鋳
造
さ
れ
た

銅
材
は
、
単
頭
伸
線
、
連
続
伸
線
を
経
て
、
目
的
の

線
径
ま
で
段
階
的
に
細
く
加
工
さ
れ
る
。
さ
ら
に
最

終
軟
化
で
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
適
し
た
柔
ら
か
さ
へ
調

整
し
、
巻
き
替
え
・
検
査
を
経
て
製
品
と
な
る
。
細

線
化
が
進
む
ほ
ど
、
わ
ず
か
な
非
金
属
介
在
物
や
傷
、

ゴ
ミ
、
汚
れ
が
断
線
や
品
質
不
良
に
つ
な
が
る
た
め
、

原
材
料
か
ら
ワ
イ
ヤ
に
触
れ
る
部
品
ま
で
、
細
部
に

わ
た
る
管
理
が
欠
か
せ
な
い
。
安
定
し
た
量
産
を
支

え
る
の
は
、
素
材
を
見
極
め
、
工
程
ご
と
に
条
件
を

整
え
る
地
道
な
管
理
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。

次
に
訪
れ
た
大
阪
工
場
で
は
、
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル

の
製
造
現
場
を
見
学
し
た
。
同
工
場
で
は
、
建
設
・

電
販
分
野
、
電
力
会
社
向
け
、
原
子
力
発
電
所
向
け
、

太
陽
光
発
電
向
け
、
近
年
存
在
感
を
増
す
鉄
道
分
野

な
ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
多
様
な
ケ
ー
ブ
ル

を
製
造
し
て
い
る
。
電
力
用
Ｃ
Ｖ
Ｔ
ケ
ー
ブ
ル
の
製

造
工
程
は
、
銅
線
を
細
く
引
き
伸
ば
す
伸
線
、
所
定

の
サ
イ
ズ
に
撚
り
合
わ
せ
る
導
体
撚
り
、
絶
縁
体
を

被
覆
す
る
絶
縁
、
外
側
に
保
護
層
を
設
け
る
シ
ー
ス
、

複
数
の
線
を
最
終
的
に
撚
り
合
わ
せ
る
被
覆
撚
り
の

五
つ
に
分
か
れ
る
。

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
を
原
点
に
、
電
子
材
料
や
セ
ン
サ
ー
、
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
へ

事
業
を
広
げ
る
タ
ツ
タ
電
線
。
今
回
、
京
都
府
木
津
川
市
の
タ
ツ
タ
テ
ク
ニ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
と
、
東
大
阪
市
の
大
阪
工
場
を
訪
ね
、
半
導
体
を
支
え
る
極
細
ワ

イ
ヤ
と
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
ケ
ー
ブ
ル
の
現
場
か
ら
、
銅
の
技
術
が
生
み
出

す
価
値
と
品
質
を
支
え
る
取
り
組
み
を
２
拠
点
で
取
材
し
た
。
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タツタテクニカルセンターにて取材にご対応いただい
た方々。左から電子材料事業本部ファインワイヤ事業
部 製造部 主査 宝田 隆さん／電子材料事業本部 ファイ
ンワイヤ事業部長 長谷川 剛さん／電子材料事業本部 
ファインワイヤ事業部 営業部 部長 尾崎 清和さん

大阪工場にて取材にご対応いただいた方々。左からワ
イヤー & ケーブル事業本部 営業統括部 産業機器電線
営業部 部長 林 知則さん／ワイヤー & ケーブル事業本
部 営業統括部 産業機器電線営業部 営業第 4 グループ 
グループ長 南 明人さん／ワイヤー & ケーブル事業本
部 営業統括部 産業機器電線営業部 営業第 2 グループ 
グループ長 和田 圭史さん

❶高純度銅ボンディングワイヤ。❷タツタ電線の電子材料系技術を担
う開発・製造拠点タツタテクニカルセンターの全景。❸ハナイ・チエ
さんによるアート作品『命／宇宙』。タツタ電線のボンディングワイ
ヤを素材とした作品で「アーティスト・イン・ファクトリー東大阪 
2025」において東大阪市長賞を受賞した。❹高純度銅原料を溶解し
ながら直径 8mm の線材に成形する連続鋳造機。高純度銅ボンディン
グワイヤの製造は連続鋳造工程から始まる。❺鋳造を行う前のバー形
状の高純度銅原料。　

❻鉄道の信号・変電・電力分野などに用いら
れる施設用電線。❼高力銅合金を導体に用い、
可動部での耐久性を高めた FA・ロボット向
けケーブル。❽鉄道車両内の配線に用いられ
る、細径化・軽量化に対応した電線・ケーブル。
❾大小さまざまなケーブルドラム。大阪工場
内には、用途や仕様に応じた大小さまざまな
ケーブルが並ぶ。❿大阪工場での撚線工程（よ
りせんこうてい）。複数の細い金属線（素線）
を一定の張力で回転させながら、一本の束や
ロープ状に撚り合わせる製造工程。⓫「かる
まげ ®」。太径ケーブルでありながら優れた
可とう性を備え、狭い場所でも取り回しやす
く、データセンターなどの配線作業を支える。 

銅
の
技
術
で
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
、

最
先
端
を
創
る
タ
ツ
タ
電
線
株
式
会
社
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